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町

助

役

往
コ
個

同
日
P

昨
夕

り使し)

今
度
合
併
後
の
大
長
浜
町
初
伏
の
皆
様
方
の
お
使
ひ
役
と

し
て
、
去
る
十
月
二
十
九
日
の
町
議
会
に
於
て
、
選
任
さ
れ

'
ま
し
た
の
で
御
座
い
ま
す
、
素
よ
り
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
浅
学
非
方
を
も
一
額
、
ず
、
就
任
致
し
ま
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
、
生
来
愚
鈍
で
あ
り
ま
す
し
尚
職
ぞ
辞
し
て
、
満
壱
ヶ

年
間
、
晴
耕
雨
読
の
境
地
に
浸
っ
て
居
り
ま
し
た
関
係
上
、

時
代
の
波
に
取
り
残
さ
れ
た
、
時
の
ズ
レ
が
あ
り
ま
す
か
ら

合
併
後
の
諸
情
勢
の
困
難
な
折
柄
で
は
あ
り
ま
す
の
で
、
比

の
大
任
を
果
し
得
る
や
と
危
岬
悔
い
た
し
て
居
り
ま
す
。

幸
に
名
町
長
さ
ん
の
指
揮
監
督
の
下
に
、
一
方
羅
針
盤
た

る
議
会
議
員
の
方
々
の
和
を
以
つ
て
の
御
指
導
と
御
協
力
に
，

依
り
、
尚
庁
内
職
員
の
円
満
な
る
協
力
、
二
万
一
千
の
町
民

の
方
々
の
声
援
と
四
者
合
体
の
御
支
援
を
得
て
、
比
の
戦
車
貝

を
果
し
た
い
と
念
願
し
て
、
十
一
月
一
日
よ
り
登
庁
致
し
て

居
り
ま
す
。

時
代
の
ズ
V
は
精
々
勉
強
し
て
、
皆
様
の
歩
調
に
合
致
せ
し

め
る
覚
悟
で
御
座
い
ま
ず
か
ら
、
何
卒
今
後
一
層
の
御
交
援

御
鞭
撞
を
賜
り
ま
す
様
、
町
民
の
皆
様
に
御
懇
願
申
上
げ
て

御
挨
拶
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。
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山
一
生
活
保
護
の

?の

生
活
保
護
法
は
、
日
本
国
憲

法
に
定
め
ら
れ
た
。
国
民
の
最

な
3
3
一
低
生
活
保
障
の
理
念

川
市
川
崎
芯

7
に
従
っ
て
「
同
が

藤
議
一
生
活
に
図
窮
す
る
す

J
~丸
山
丸
一
祈
一
べ
て
の
国
民
に
対
し

じ
吟
一
、
そ
の
困
窮
の
低
度

一
下
必
ぎ
に
応
じ
必
要
な
保
護

ぺι
げ
と
い
一
を
行
い
、
そ
の
最
底

建
議
一
限
山
肢
の
生
活
を
保
障

小
川
パ
叫
一
す
る
と
と
も
に
、
そ

議
鴻
刊
J

一
の
自
立
を
助
長
す
る

綴
織
機
酬
明
一
」
こ
と
を
同
的
と
し

織
協
藤
畑
一
て
運
用
さ
れ
て
お
り

総
務
了
」
の
法
律
は
「
す
べ

織
機
欝
一
て
の
国
民
に
対
し
無

機
鴻
繍
一
差
別
平
等
」
に
取
扱

バ
ヤ
務
湖
一
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

!
ー
す
。

但
し
こ
の
法
律
の
適
用
を
受

け
る
も
の
は
、
自
己
の
所
有
し

て
い
る
資
産
能
力
、
そ
の
他
あ

ら
ゆ
る
、
活
用
し
得
べ
き
も
の
は

出
し
尽
し
て
後
始
め
て
本
法
の

適
用
を
受
け
る
わ
け
で
あ
り
ま

す。
こ
の
法
律
の
適
用
を
受
け
て

い
る
被
保
護
者
は
、
現
在
全
国

に
約
六
六
万
世
帯
(
約
一
八
八

万
人
)
と
な
っ
て
お
り
、
全
国 ら

A
V
 

A
V
 

し
M
W

品
A
同

民
の
二
、
二
Mm
を
占
め
て
お
り

ま
す
。
尚
こ
れ
等
の
被
保
護
世

帯
の
職
業
等
に
つ
い
て
眺
め
ま

す
と

老
人
世
帯
で
身
寄
の
な
い
も
の

二
四
Mm

病
気
等
の
た
め
一
時
的
に
せ
よ

伯
く
こ
と
の
出
来
な
い
世
帯

二
一
労

日
雇
労
灼
者

行
商
露
庖
商
等

"w

零
細
な
自
営
業
者
一
一
一

Mm

町
工
場
等
の
使
用
人
-
八
Mm

零
細
な
土
地
耕
作
者
六
Mm

内

職

者

五

Mm

そ

の

他

一

一

労

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
生
活
保
護
の
う
ち
に
は

生
活
扶
助
住
宅
扶
助

教

育

。

医

療

府

出

産

グ

生

業

庁

葬
祭
庁
等
の
七
つ
の
扶
助

に
別
れ
て
い
ま
す
。

灼
い
て
も
生
活
出
来
得
な
い
方

病
気
の
た
め
灼
く
こ
と
が
で
き

ず
生
活
に
因
っ
て
い
る
方
等
、

本
当
に
自
分
の
カ
で
は
、
ど
う

し
て
も
生
活
出
来
得
な
い
方
は

近
く
の
民
生
委
員
さ
ん
に
御
相

談
下
さ
い
。

そ
う
し
て
こ
の
仕
事
を
し
て

い
る
事
務
所
で
は
夫
々
の
申
請

" 
火

災

藤

勝
11 

民
生
委
員
推
薦

曾
委
員
委
嘱
明

先
般
の
町
村
合
併
に
伴
い
回

推
薦
会
は
廃
止
と
な
り
、
新
長

浜
町
の
発
足
と
共
に
、
推
薦
会

も
新
な
構
成
の
も
と
に
推
進
す

る
こ
と
L
な
り
左
記
の
方
々
が

町
長
よ
り
委
員
に
委
喝
さ
れ
ま

し
た
。 10月31日現在

ィトa

.b--ー司ー三一ι
口ーロ1
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3.267.814 

79.61 

昭和三十年度新長浜町の徴税成績は上記の通りであります。前年同期に比し本庁支所とも多

少の向上を示してい主す。然しながら本庁支所間の徴i段歩合の関まが可成りありますのでこの

差を少しでも絡め-cいただくよう本庁関係納税義務者の方々の御奮発を御願い致します。この

為納税組合の加入日掛月掛等税金の掛けやすい方法によって少くとも合併以後においては滞納

の出来ないよう心がけていただきたいものです。賦課徴l攻について御不審の点御相談のある場

合はいつでも遠慮なく係員に御申越し下さい。共々に納得し明るい可税行i攻を打ち樹てたいと

思います。
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滞納額

徴 l吹率

粉

明
る
い
家
騒
生
活

窃

建

設

" 
私
ど
も
の
家
庭
を
明
る
く
、

楽
し
い
な
ど
や
か
な
、
ふ
ん
い

き
の
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
色

々
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
家
族

の
者
が
お
互
い
に
い
た
わ
り
あ

い
な
が
ら
分
に
応
じ
て
仕
事
を

分
担
す
る
と
と
も
に
、
次
の
そ

れ
ぞ
れ
の
事
項
を
守
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
は
何
よ
り
大
切
な
こ

と
だ
と
患
い
ま
す
。

一
、
お
父
さ
ん
へ
の
御
願
い

①
自
分
一
人
が
え
ら
い
な
の
だ

と
か
、
自
分
が
品
目
を
養
っ
て
や

っ
て
い
る
と
か
、
考
へ
た
り
言

っ
た
り
し
て
、
い
ほ
ら
な
い
で

下
さ
い
。

①
自
分
一
人
で
の
ん
だ
り
、
食

っ
た
り
し
て
遊
ば
な
い
で
、
家

族
と
一
諸
に
楽
し
む
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

3
い
つ
も
、
む
づ
か
し
い
顔
を

し
な
い
で
、
時
に
は
子
供
達
と

談
笑
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
下

さ
い
。

(
り
面
白
い
話
や
歌
や
グ
l
ム
の

よ
う
な
も
の
も
、
機
会
が
あ
っ

た
ら
習
っ
て
き
て
、
家
族
の
者

に
教
え
て
下
さ
い
。

を
も
っ
と

今
年
の
秋
は
、
豊
作
に
恵
ま

れ
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
沢
山
流

れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
更
粉
食

で
も
な
か
ろ
う
と
思
い
ま
す
が

我
国
の
人
口
を
考
へ
ま
す
と
や

は
り
不
足
す
る
勘
定
に
な
り
ま

す
粉
食
。
使
用
状
況
を
み
ま
す

と
、
全
国
平
均
一
人
一
日
当
り

で
は
、
小
麦
粉
類
摂
取
量
と
し

て
次
の
通
り
で
す
。

昭
和
二
十
六
年
五
九
瓦

昭
和
二
十
七
年
六
八
瓦

昭
和
二
十
八
年
セ
二
瓦

昭
和
二
十
九
年
七
三
瓦

こ
れ
で
見
ま
す
と
、
毎
年
順

次
増
加
し
て
お
り
ま
し
て
、
粉

食
の
取
り
入
れ
方
も
段
々
工
夫

さ
れ
て
来
た
ど
と
が
わ
か
り
ま

す
。
都
市
と
農
村
を
比
べ
ま
す

と
都
市
の
方
が
遠
か
に
多
い
数

字
が
出
て
お
り
ま
す
。

千
う
ど
ん
、
生
う
ど
ん
、
そ

ば
、
パ
ン
等
は
米
と
よ
く
似
た

町
山
営
住
宅

入
居
者
決
定

先
般
募
集
致
し
ま
し
た
町
営

住
宅
入
居
者
に
関
し
、
十
}
眉

十
四
日
入
居
者
選
考
委
員
会
を

開
催
、
慎
重
審
議
の
結
果
入
居

希
望
者
の
中
か
ら
左
記
の
方
を

入
居
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

日
U

一
築
地
地
区
引
揚
者
住
宅
一
一
戸

宮

本

叶

夫

一
沖
浦
地
区
第
二
種

木
造
住
宅
二
戸
)

二
宮
雪
子

一
白
滝
地
区
第
二
種

木
造
住
宅
(
二
戸
)

田

中

秀

夫

好
光
修
三

一
出
海
地
区
巡
査
駐
在
所
跡

(
一
戸
)

ロU
3
ロ

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

一
、
議
会
の
議
員

赤
穂
直
城
(
長
)
本
国
重
太
郎

(
出
)

二
、
民
生
委
員

大
目
秀
善
(
出
)
生
田
暢
唐
(
出
)

三
、
社
会
福
山
州
事
業
の
実
施
に

関
係
の
あ
る
者

谷
淵
丹
次
郎
(
白
)
新
山
月
津

(
長
)

四
、
社
会
福
祉
関
係
団
体
の
代

表
者

西
岡
澄
子
(
白
)
戎
敏
夫
(
長
)

五
、
教
育
に
関
係
あ
る
者

亀
田
四
郎
(
大
)
中
島
義
雪
(
喜
)

六
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員

黒
田
英
男
(
長
)
久
保
亘
洲
(
喜
)

七
、
学
識
経
験
の
あ
る
者

矢
野
関
男
(
大
)
石
川
鉄
四
郎

(
櫛
)

十
一
月
か
ら
二
月
頃
ま
で
は
一
の
訓
練
、
水
利
施
設
の
点
検
等

一
年
中
で
一
番
空
気
が
乾
燥
し
一
そ
の
他
種
々
の
行
事
を
行
っ
て

北
西
の
風
も
強
い
日
が
多
、
い
の
一
火
災
に
対
し
、
町
民
一
般
の
方

で
火
災
が
起
き
や
す
く
、
又
大
一
々
に
再
認
識
を
し
て
頂
き
、
燃

火
と
な
る
恐
れ
が
強
い
た
め
、
一
え
な
い
工
夫
と
焼
か
な
い
注
意

十
一
月
二
十
六
日
よ
り
十
二
月
一
を
し
て
火
災
を
未
然
に
防
止
す

二
日
ま
で
の
一
週
間
を
、
全
国
一

火
災
予
防
週
間
と
し
て
、
消
防
一
る
と
共
に
、
火
災
に
よ
っ
て
生

団
@
色
々
の
行
事
が
開
催
さ
れ
一
ず
る
損
害
を
軽
減
し
て
、
町
民

ま
す
。
本
町
に
於
て
も
此
の
週
一
の
福
利
を
増
進
し
、
ひ
い
て
は

問
中
に
消
防
団
員
が
各
御
家
庭
一
我
国
経
済
復
興
に
寄
与
し
た
い
一

の
火
を
取
り
扱
は
れ
る
箇
所
の
一
と
存
じ
ま
ず
か
ら
各
位
の
御
協
一

点
検
、
街
頭
宣
伝
、
消
防
機
関
一
カ
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。
一

的
ノ
品
1
帆

せう一へ

成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら

粉
食
に
御
飯
と
同
じ
位
の
副
食

を
添
え
れ
ば
、
立
派
な
一
食
が

生
れ
る
わ
け
で
す
。
副
食
を
つ

け
な
い
と
一
升
飯
を
食
べ
る
の

と
同
じ
結
果
に
な
り
ま
す

元
来
粉
食
は
、
粒
食
よ
り
も

消
化
の
時
間
も
早
〈
回
目
の
空
に

な
る
時
間
も
昆
t

く
来
ま
す

腹
も
ち
を
よ
く
す
る
た
め
に

次
の
よ
う
な
食
物
を
添
へ
て
混

食
し
た
い
も
の
で
す
。

一
泊
料
理
を
一
口
問
つ
け
る

二
大
豆
又
は
魚
、
肉
、
卵

乳
の
ど
れ
か
を
加
え
る
。

三
野
菜
か
果
物
を
つ
け
る

こ
う
し
て
字
で
現
わ
す
と
大
変

な
こ
と
げ
様
で
す
け
れ
ど
も
そ

れ
は
献
立
の
工
夫
如
何
で
そ
ん

な
に
、
手
間
も
お
金
も
か
け
ヂ

に
出
来
る
も
の
で
す
。

定
の
自
由
時
聞
を
与
え
て
下
さ

B
V
 

一
ニ
、
祖
父
母
へ
の
お
願
い
。

①
昔
、
ζ

今
の
時
代
と
ば
、
か
な

り
相
違
し
て
い
ま
ず
か
ら
、
若

い
者
の
云
う
こ
と
、
す
る
こ
と

⑦
お
母
さ
ん
を
時
々
婦
人
会
、
一
が
、
皆
気
に
入
ら
ぬ
と
考
え
な

P
T
A
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
一
い
で
、
大
き
伝
、
あ
た
た
か
い

会
合
に
心
よ
く
出
し
て
下
さ
い
一
気
持
で
接
し
て
下
さ
い
o
-

①
子
供
遣
の
乱
暴
な
遊
び
ゃ
‘
一
(
叫
嫁
を
単
な
る
労
的
者
と
考
え

喧
嘩
な
ど
も
、
無
暗
に
叱
ら
な
一
た
り
、
一
雇
人
と
同
じ
よ
う
に
使

い
で
、
よ
い
遊
び
に
向
う
よ
う
一
っ
た
り
し
な
い
で
、
同
じ
家
族

問
同
凶
崎
川
片
隅
比
同
同
い
さ
い
一
と
し
て
、
い
た
わ
っ
て
下
さ
い

二
、
お
母
さ
ん
へ
の
お
願
い
。
一
(
叫
隣
組
の
会
合
や
、
村
の
行
事

の
婦
人
会
、
P
T
A
、
隣
組
の
一
な
ど
に
も
、
進
ん
で
参
加
し
て

会
合
等
に
も
で
き
る
だ
け
出
席
一
下
さ
い
。

し
て
、
皆
と
意
見
を
交
換
し
て
一
ぬ
家
族
だ
ん
ら
ん
の
時
に
は
、

下

さ

い

。

一

子

供

と

一

諸

に

無

邪

気

に

遊

ぶ

品
川
新
聞
や
ラ
ジ
オ
等
に
よ
っ
て
一
よ
う
に
、
努
め
て
下
さ
い
。

新
し
い
こ
と
を
勉
強
し
て
下
さ
一
問
、
子
供
へ
の
お
願
い

い

。

一

①

規

則

正

し

い

生

活

を

す

る

、

⑦
毎
日
ノ
¥
同
じ
ぐ
ち
を
こ
ぼ
一
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

さ
な
い
で
、
も
っ
と
楽
し
い
話
一
刀
お
掃
除
、
食
事
、
ね
床
、
洗

を
す
る
よ
う
に
つ
と
め
て
下
さ
一
濯
な
ど
の
家
事
は
、
お
父
さ
ん

い

。

一

お

母

さ

ん

ら

と

手

分

け

を

し

て

@
食
後
を
、
楽
し
い
家
庭
だ
ん
一
い
た
し
ま
せ
ぅ
。

ら
ん
の
時
間
に
ず
る
よ
う
、
ヱ
一
(
仰
一
止
め
ら
れ
た
遊
び
は
す
ぐ
や

犬
し
て
下
さ
い
。
一
め
て
、
も
っ
と
面
白
い
遊
び
を

市
川
子
供
を
が
み
が
み
叱
ら
な
い
一
し
て
下
さ
い
。
面
白
い
遊
び
が

で
も
っ
と
上
手
に
ほ
め
て
や
り
一
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
先
生
や
お

ま

せ

ぅ

。

一

父

さ

ん

や

、

お

母

さ

ん

に

き

い

①
時
々
お
父
さ
ん
を
さ
そ
っ
て
一
て
お
ぼ
え
て
下
さ
い
。

映
画
や
、
散
歩
や
、
金
の
か
か
一
⑨
学
校
で
あ
っ
た
事
柄
や
、
習

ら
な
い
小
旅
行
を
す
る
よ
う
計
一
っ
た
事
柄
は
帰
っ
た
ら
、
必

F

脅
し
て
下
さ
い
。
一
家
の
人
々
に
報
告
し
て
下
さ
い

⑦
女
中
さ
ん
や
、
使
用
人
の
人
-
③
予
習
、
復
習
は
忘
れ
ず
に
、

も
同
じ
人
格
者
と
し
て
大
切
に
了
セ
れ
が
す
ん
で
か
ら
遊
び
ま
し

し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
一
日
一
一
ょ
う
。

a
a
司
書
喜
四
園
芸
書
=
=
s
g
=
三
=
=
-
E
8
2
ヨ
=
豆
E
回
国
情
-
z
=
ヨ
回
国
=
ミ
ヨ
コ
掴
唱
三

haaヨ
毘
週
圭
局
主
主
薗
悶
2
2
2
豆
腐
却

い
て

従
来
の
政
府
よ
り
の
割
当
移
民
と
相
俊
っ
て
県
独
自
に
お
い

て
在
伯
愛
媛
県
人
会
の
協
力
に
よ
る
積
極
的
な
指
名
呼
寄
移
民

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が
、
最
も
簡
易
且
つ
篠
突
な
方
法
で

あ
る
と
思
慮
せ
ら
れ
る
の
で
、
今
回
左
記
要
領
に
基
き
、
南
米

移
民
の
募
集
を
行
い
適
格
者
を
怠
伯
母
市
人
会
に
照
会
し
、
在
伯

県
人
並
び
に
こ
れ
に
週
ず
る
各
種
団
体
よ
り
の
指
名
呼
寄
移
民

を
実
施
す
る
よ
う
斡
旋
す
る
か
ら
希
望
者
は
十
二
月
二
十
日
迄

に
町
役
場
及
び
各
究
所
へ
御
申
出
下
さ
い
。

。
斡
旋
募
集
要
領

L

っ
こ
の
募
集
は
、
在
伯
愛
媛
県
人
会
を
通
じ
て
、
志
望
者
の

希
望
に
応
じ
た
指
名
呼
寄
移
民
を
斡
旋
す
る
も
の
で
あ
る

二
、
と
の
募
集
の
対
象
は
、
移
民
の
種
類
並
び
に
家
族
、
単
独

、
性
別
、
年
令
及
び
学
歴
の
如
何
を
問
は
な
い
。

三
、
移
民
の
資
格
は
左
の
事
項
に
該
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
思
想
堅
実
で
犯
罪
そ
の
地
反
社
会
的
行
為
を
し
た
こ
と
の
ー

な
い
こ
と
。
⑨
性
質
実
直
で
他
と
調
和
性
に
富
み
特
に
次

の
性
格
者
で
な
い
こ
と
。

イ
盗
癖
及
び
暴
行
癖
の
あ
る
者
ロ
酒
色
に
お
ぼ
れ
易
い
者

ハ
隣
人
、
友
人
よ
り
忌
障
さ
れ
る
者
ニ
誇
大
妄
想
に
ふ
け

り
徒
ら
に
口
論
を
好
む
者
ホ
意
志
薄
弱
で
実
行
の
な
い
者

へ
判
断
カ
が
劣
り
行
動
不
敏
活
な
も
の

向
移
住
地
に
永
住
の
目
的
で
渡
航
す
る
こ
と

⑦
携
行
金
三
万
円
以
上
持
参
で
き
る
こ
と
(
渡
航
費
は
金
額

貸
付
さ
れ
年
利
五
分
五
度
一
年
措
置
五
ヶ
年
均
等
年
賦
に
よ

り
償
還
す
る
)

.............. 拍

" 

南
米
移
民
斡
旋
募
集
に
つ

〈コ
J 

丸
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1

十
一
一
月
農
作
業

円

一

て

萎

作

創一
A
V

晩
播
笥
策

一
晩
播
は
適
期
播
に
比
べ
る
と

一
発
芽
が
遅
れ
、
発
芽
勢
は
衰
へ

一
生
育
は
遅
れ
茎
数
は
減
り
、
病

一
害
の
発
生
は
多
く
敗
量
の
減
退

一
一
は
免
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

一
従
っ
て
晩
播
の
注
意
は
春
播
性

一
程
度
の
高
い
品
種
を
選
ぶ
こ
と

一
が
大
切
で
す
。

一
1
芽
出
の
程
度
は
風
呂
湯
浸
法

一
後
二

1
三
昼
夜
位
催
芽
し
た

一
程
度
が
最
も
よ
い
。

'一-
v

移
植
.
整
地
は
可
寧
に
行
い

ヲ
一
株
一
本
植
と
し
坪
六

o
t

]

八

O
株
位
い
暖
い
自
に
移
植

一
し
、
移
植
後
麦
踏
を
行
い
液

一
一
肥
を
濯
注
し
て
根
と
土
の
密

¥
一
着
を
良
く
す
る

三一
A
V
麦
踏
と
第
一
田
中
耕

J

一
十
一
月
二
中
日
頃
に
播
い
た

ぬ
麦
は
、
十
二
月
十
日
か
ら
三

一
'
月
十
日
頃
迄
約
九
十
日
間
は

担

肱

根

張

期

で

あ
E

り
、
比
の
期
間

--<'<';:_ --r;咽~
¥、

一、、』、、一一、一ー

の町

iTでずで?ヲ?一一一一一一ーァ一一一 一一一一一ーーーで一一 一~-d_. _ 
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らず
h 

t 

中
に
根
を
充
分
に
仲
長
せ
し

め
る
事
は
今
後
の
生
育
良
否

病
害
の
発
生
等
に
直
接
の
関

係
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
年
内

に
一

1
二
回
の
麦
踏
と
第
一

回
の
中
耕
を
深
く
行
っ
て
下

さ
い
。

二

、

林

業

A
V
間
伐
希
望
者
は
地
区
森
林
組

合
に
申
出
て
下
さ
い

各
地
区
の
森
林
組
合
に
於
て

は
す
で
に
指
導
奨
励
さ
れ
て

い
る
如
く
、
間
代
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
残
存
木
(
あ

と
に
残
す
材
木
)
の
生
育
を

良
く
し
、
積
林
し
て
か
ら
伐

採
迄
の
聞
に
於
て
相
当
の
政

入
を
あ
げ
得
る
事
に
よ
っ
て

林
業
の
経
営
を
益
々
有
利
に

み
ち
び
い
て
い
ま
す
。

今
回
間
伐
が
実
行
由
来
得

る
様
に
資
金
、
販
売
の
事
に

つ
い
て
も
長
浜
地
区
内
の
森

林
組
合
が
協
同
し
て
強
力
な

3M剖

4
3諮
問
ぷ
均
一
お

d
d
w雪
辱
ψ

忠
誠
和

F

J

司
令
聾
司

n
a
M
1
9

一
九
¥
弘
一
J
3
J
J
S
F
J
H
‘

F

べ刊
JA-

-ヲト。一

三

』

』

;
ι
1
0
1
t
1一

f
i
J
;
J
J

、司一

:
4
一

a

，-
f
t
、=JS
匂話、一

新
し
い
組
織
の
も
と
に
、
目

下
準
備
を
急
い
で
白
川
り
ま
す

が
そ
れ
ま
で
に
間
伐
を
実
行

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
山
林
所
有
者

は
地
区
の
森
林
組
合
に
申
出

ら
れ
実
行
計
画
を
相
談
し
て

下
さ
い
。

三
‘
柑
橘
問
の
防
寒

樹
を
菰
、
葉
、
其
の
他
の
物

で
被
覆
し
て
保
温
、
保
湿
、

寒
風
の
遮
断
等
を
な
し
て
樹

を
保
護
し
て
や
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
菰
は
荒
田
の
も
の

を
用
い
、
或
る
程
度
の
光
線

の
透
射
を
図
る
様
に
考
慮
し

て
下
さ
い
。
特
に
厚
い
菰
を

，
用
い
る
と
芽
の
活
動
を
低
下

せ
し
め
樹
内
部
が
過
湿
に
な

り
、
従
っ
て
炭
水
気
物
の
蓄

積
を
慈
く
し
着
花
を
少
く
し

ま
す
。
幼
樹
の
防
寒
は
絶
対

に
必
要
で
あ
り
、
幼
樹
時
代

に
樹
を
害
す
る
と
後
年
の
発

育
に
ま
で
ba
ぼ
し
ま
す
か
ら

支
桟
を
立
て
そ
れ
に
葉
一
握

り
位
を
先
噺
行
方
で
束
に
し

て
す
そ
を
拡
げ
て
や
る
様
に

し
て
下
さ
い
。

日
開
詐
曾
ゆ
一
お
知
ら
せ

。
今
回
は
皆
さ
ん
の
口
問
評
会
で
一
立
て
L
下
さ
い
e

す
、
一
戸
一
点
以
上
は
必
ヂ
一
@
申
込
書
提
出
期
間

山
町
品
し
て
当
日
は
是
非
御
参
一
十
二
月
三
十
日
迄
に
投
場
(

観
の
上
、
今
後
の
糟
産
に
役
一
含
支
所
)
又
は
郡
達
、
森
組

・
2
4
三
一
三
国
国
由
主
主
主
臨
園
=
=
=
=
=
・
園
三
=
=
一
回
王
国
司
王

-3=・・
=
ョ
=
=
-
=
・
・

-m恒三-Z百聞
E=---ZE--22-2---SE-E

長潰町農林産物品評曾

舎
期十

二
月
十
日
よ
り

三
日
間

十
二
月
十
二
日
ま
で

午
前
九
時
よ
ち
午
後
五
時
迄

但
し
初
日
は
午
後
一
時
よ
b

に
堤
出
の
事
。

1
出
品
物
の
展
示

2
農
業
、
林
業
、
果
樹
関
係

の
展
示
品
及
農
機
具
の
実
演

農
薬
の
展
示
並
幻
燈
映
写

3
賞
品
十
二
百
に
特
賞
(

知
事
賞
)
一
等
、
二
等
、
三

等
迄
に
賞
品
授
与
。

他
に
出
口
問
者
全
員
に
参
加
賞

を
交
付
、
尚
出
口
問
者
へ
は
抽

簸
券
を
交
付
し
空
畿
な
し
で

商
工
会
よ
り
盛
沢
山
な
景
品

を
出
し
ま
す
。

4
講
演
会
十
二
日
午
前
中

に
県
改
良
課
長
又
は
試
験
場

長
の
講
演
会
を
開
催

。
お
願
い
。

最
近
犬
の
放
し
飼
が
ふ
え
て

き
ま
し
た
。
通
行
人
に
ほ
え
か

か
り
中
に
は
本
当
に
か
み
つ
く

の
も
あ
っ
て
、
う
っ
か
り
と
近

寄
れ
ま
せ
ん
。
郡
便
物
を
配
達

す
る
に
も
、
役
場
か
ら
書
類
を

届
け
る
に
も
大
変
な
と
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
で
は
夜
間
不
時

の
電
報
等
も
う
っ
か
り
届
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
農
家
で
は
切

角
麦
蒔
を
終
へ
た
畑
を
荒
さ
れ

て
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
今
す
ぐ
っ
注
い
で
飼

っ
て
下
さ
い
。
，

F

降

'
F
e
f
p
s

白

滝

舎
場

官

同

信

ザ

碧
.
翠

そ

撃棲他

主

催

長

潰

町

向
十
二
日
午
前
九
時
よ
与
孟
午
迄
即
責

曾
を
開
催
致
し
詮
宇 校

講

堂

(
水
族
舘
積
)

の

保
育
所
へ
の
入
所
措
置
は
市

町
村
長
が
之
を
行
ひ
個
々
の
世

帯
の
実
情
を
よ
く
調
査
し
て
定

め
ら
れ
た
入
所
基
湘
中
に
も
と
ず

い
た
方
法
に
よ
り
之
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

費
用
の
徴
放
に
つ
い
て
も
そ

の
保
育
所
入
所
児
童
に
要
す
る

費
用
に
必
要
な
徴
牧
瀬
を
定
め

県
よ
り
示
さ
れ
た
そ
れ
ん
¥
の

該
当
の
徴
政
基
準
表
粍
よ
り
算

出
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
何
を
基
準
に
し
て

徴
攻
額
を
定
め
た
か

支本
庁
分

中

川

学

長

女

佐

喜

子

門

国

最

市

長

女

実

恵

子

黒

田

正

九

郎

二

女

明

美

岸

本

辰

則

長

男

宏

神

田

熊

雄

三

女

美

鈴

浜

田

米

生

一

長

男

畠

-

立
脇
字
之
助
長
女
る
り
子

堀

井

貞

雄

二

男

忠

鎌
田
当
一
郎
長
男
栄
一
郎

古

中

敏

客

五

女

か

え

で

清

田

満

雄

二

女

昭

子

喜
多
様
支
所
分
一

藤

淵

で

典

二

男

崇

寛

一

中

伊

繁

樹

四

男

康

彦

一

櫛
生
支
所
分
一

中

井

光

利

二

男

東

一

東
川
正
信
一
長
男
与
志
生
一

山

本

春

男

長

男

幸

助

一

る
出
海
支
所
分
』

水
田
清
市
三
男
克
一
幸
、
一

畑
山
鶴
夫
一
四
女
恵
-
子

大
和
支
所
分

長

男

英

夫

長

女

俊

江

二
女
恵
美
子

四

男

幸

典

白
滝
支
所
分
‘

長

女

功

長

男

金

久

長

男

泰

文

二

男

安

則

二

女

陽

子

亡

件

市

.
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